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熊本市章
ひらがなの「く」の

字を図案化したもので、
市民の調和を基とし、
たくましく発展する熊
本市の姿を太い円で示
したものですO

市木・市花・市島 市木.市花昭恥49酎0朋巨制定
市易唱和59蟹5月22日制定

KUMAMO
CITVTREE

市木イチョウ(イチョウ翻

熊本市民には熊本城が銀杏城といわれている
ようになじみ深く、強健で樹齢が長く、市街地
の街路に多く植栽され、独特な尖円錐形の樹形

をつくり春の緑陰、秋の黄葉とその美しさでよ
く知られている.

IE5音程FLOWER
市　花肥後椿(ツバキ科)

江戸時代から組川藩の庇護を受け、藩士をは

じめ寺社地の豪族等の愛好者によって広められ

改良を重ねて、清雅枯淡の味わいある銘花となっ
たといわれている。肥後椿の特色は薄色の花弁

が主流でよく整った-重咲きで、中心に金糸銀

糸のような色鮮やかな太い雄しべが梅芯のよう
に盛り.fc^s.'-こOにS"!ォ,

(忠.[呂KumamotoCity
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熊本市は、活剤な地下水や豊かな緑などの自然環境に恵まれるとともに、熊本城をはじめとした優れた歴史遺

産や幾多の先人によって築かれた豊かな伝統文化を受け継ぎ、人口67万人を擁する、九州中央の拠点都市として

発展を続けています。

このような中、本市では、九州新幹線鹿児島ルートの全線開業を4年後に控え、まさに熊本市の将来を方向付

ける大変重要な時期にありますことから、九州中央の拠点都市にふさわしい「魅力と活気にあふれるまちづくり」

に向けて、熊本の新しい陸の玄関口としての、魅力ある駅周辺のまちづくりや、熊本の顔ともいうべき中心市街

地の活性化に取り組んでいるところでございます。

また、政令指定都市についても、富合町との合併協議を進めておりますとともに、熊本都市圏の一体的取り組

みを頗めながら、圏内の各市町村との信頼関係をさらに深め、合併・政令指定都市の実現に取り組んでまいります。

さらに、本年は、熊本城築城四百年という記念すべき年であり、復元整備の目玉となります本丸御殿大広間が

完成する来年春までの約一年半にわたり、熊本城一帯で四季折々に様々な催しを繰り広げます「築城四百年祭」

を通じまして、蘇る熊本城の素晴らしさはもちろんのこと、歴史・文化・自然に育まれた熊本の魅力を国内外に

広く発信し、新たな百年への幕開けにふさわしい年にしたいと考えております。

どうか、皆様方におかれましては、このような本市の「日本一住みやすく、暮らしやすいまちづくり」への取

り組みをご理解いただくために、是非この「2007年市勢要覧」をご活用いただければ幸いに存じます。

2007年3月

熊本市長キム　放史

2.JJin ui-ir-Julこて.rLt.t、

Message from the Mayor

In addition to being naturally endowed with an abundant supply of ground water as well as a wealth of foliage, Kumamoto City is also

home to numerous cultural heritage sites, including the cherished Kumamoto Castle. Having inherited the ways of traditional Japan、ese

culture from those here before us, we are a city of 670,000 continuing to develop as the hub of Central Kyushu.

with this in mind, the entire Kyushu Shinkansen Kagoshima Route is opening just four years down the road, and we in Kumamoto find

ourselves at a crucial point for the future development of our city. With our sights set on being full of appeal and liveliness-

characteristics we feel the urban center of Kyushu should have-we are currently engaged in enriching the entrance point for

terrestrial travel to our fair city, Kumamoto Station, as well as the bustling heart of downtown, the very face of Kumamoto.

Regarding our plan to become謎n ordinance-designated city, we are making headway on our discussions to merge with Tomiaj-machi,

simultaneously improving the overall structure of the Kumamoto metropolitan region, and even further enriching our already valued

relationships with the cities, towns, and villages in the surrounding region. In other words, we are busy bringing our goal of becoming

an ordinance-designated government one step closer to fruition.

Finally, this year marks the 400th anniversary of the original construction of Kumamoto Castle. Currently under reconstruction, the
Honmaru Goten Guest Hal卜sure to be the most eye-catching refinished structure - will be completed by spring of next year. From now

until then, spanning approximately one and a half years, celebrations will be held on the castle grounds throughout the four seasons. A

tribute to the anniversary of the castle's construction, these festivities will d〈mbtlessly revitalize the wonder that is Kumamoto Castle.

This will also give us an opportunity to share the history. culture, and nature of Kumamoto with the rest of Japan as well as the w<-rid,

and I personally hope this year serves as a fitting way to send Kumamoto Castle off to its 500th anniversary.

I hope that this 2007 Edition Kumamoto City Handbook you hold in your hands will help you better understand our goal of making

Kumamoto the best place to live in Japan. It would be my pleasure if you took the contents of this guide to heart.

March 2007

Seishi Kohyama. Mayor, Kumamoto City
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本市は九州の中央,熊本

県の西北部,東経130度42分・

北緯32度48分の位置にあり

ます。

地勢は、金峰山を主峰と

する複式火山帯と、これに

連なる立田山等の台地から

なり、東部は阿蘇外輪火山

群によってできた丘陵地帯

であり、南部は白川の三角

洲で形成された低平野から

なっています。

気候は、有明海との間に

金峰山系が連なるため、内

陸盆地的気象条件となり、

寒暖の較差が大きく冬から

春への移り変わりは早く、

夏は比較的長いことが多い

ようです。

■地目別土地面積(平成17年1月1日現在)

■熊本都市圏の人口分布図
(平成17年10月1日Eg勢調査人口)
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明治22年、市制施行当時42,725人(M.22.12.31現在)であった人口は、その後、数回

にわたる市城の拡大や都市化の進展により増加し、昭和52年には50万人を超え、平成

3年2月1日には、飽託郡4町と合併し627,568人となり、全国で15位(東京特別区を除く)

となりました。

人口の地域分布では、平成17年の国勢調査速報結果でみると、東部に20万7千人、

北部に12万9千人、南部に11万7千人、西部に7万2千人、中央部に14万2千人となって

います。この中で、中央部・東部・北部・南部は人口が増加ルたものの、西部の人口

は減少しています。

都市圏人口

熊本都市圏の人口は、平成12年10月1日現在787,960人(平成12年国勢調査)で熊本

県総人口の42.4%を占めており、人口増加率は、 2.3%となっています。

また、昭和30年国勢調査以降、 5年毎に熊本市は4万人前後で増加していましたが、

平成7年から平成12年までは、約1万8千人の増加となり、伸びが鈍化してきました。
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熊本市総合計画・

まちづくり戦略計画実施計画
Elまちづくり戦略計画:まちづくりの進め方

まちづくり戦略計画に示した、これからの新しい熊本づくりを

推進していくための体制を説明します。

-く-ユよこ:I
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回まちづくり戦略計画: 3つのターゲット
まちづくり戦略計画に示した、特に重点的に取り組む

3つのターゲットを示します。

E]分野別計画
7つの政策分野を構成する45の施策分野に対応した

事業計画を体系的に示します。

E]政令指定都市を目指して

中長期的な視野に立った、政令指定都市移行に向けての

考え方や取り組みを示します。

まちづくり戦略計画:まちづくりの進め方
City development strategies to create a vibrant society
天o=*号」! ?HSf司周:スIoj卑^j　辛」!&」!

計園の位置付け

本計画は、新たな時代変化の

中で、現行の基本計画を新たに

見直し、今後5年間の本市が進

むべき方向を明確に示すとともに、

その実現のための道筋を明らか

にするものです。市民と行政に

共通するまちづくりの基本指針

であり、それぞれの施策ごとに市民、

事業者、行政の役割と責任を明

確に示し、三者が協働して取り

組むことにしています。推進にあ

たって、目標の達成状況を評価

検証するとともに公表し、適宜改

善を加えながら進めます。

特に、行政においては、真に市

民に信頼される市政の実現に向

け、自らの改革を進めるとともに、

市政の舵取り役として、市民、事

業者との協働の仕組みづくりな

どに積極的に取り組みます。

基本目標
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まちづくりの
進め方

これからのまちづくりは、国に

依存することなく、自らの決定と

責任により進めていかなければ

なりません。そのためには、 「自分

達のまちは自分達がつくる」とい

う理念の基に、市民と行政がより

良いパートナーとして、お互いの

知恵と力を出し合う「市民協働

によるまちづくり」が、これまで以

上に重要となります。

このようなことから、これからの

新しい熊本づくりを推進していく

体制を次のとおり掲げますO

8莞忠霊呂謂:ii2y
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協働で担う

新しい

^i∃514*

まちづくり戦略計画: 3つの夕
Cilv devel叩ment strategies・′lllll蛇tこIr営els to h

叶雪号/当　日3-Y判司:朝フ図　号霊

清別な地下水、森の都と形容される

豊かな緑は本市最大の魅力であり,

財産です。しかし、都市化の進展、生

活様式の多様化などにより、この良好

な環境が損なわれつつあります。そ

のため、一人ひとりが、大量生産・大量

消費に支えられた社会経済システム

や利便性を求める日常生活を見直し、

この恵まれた環境を守り育て、次代へ

引き継いでいかなければなりません。

そこで、 『良好な環境を未来へと引き

継ぐまち』を実現するため、次の施策

に取り組みます。
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子どもたちが健やかに
次代を担う子どもたちは、熊本市の

大切な宝であり、活気ある熊本市の

象徴です。しかし、少子化や核家族

化の進展、生活環境の多様化、地域

のつながりの希薄化などが進んだ結

果、子どもの社会性が育ちにくくな

るなど、健やかな成長への影響が懸

念されています。そのため、子ども

を安心して産み育て、かつ、子ども

たちが個性や能力を十分発揮し、未

来への可能性を自ら切り拓くことが

できる環境を社会全体で築いていく

必要があります。そこで、 『子ども

たちが健やかに成長するまち』を実

現するために、次の施策に取り組み

ます。

一°「

^kが集う元気なまち
九州新幹線鹿児島ルートの全線開業

による経済的効果を最大限に波及さ

せるためには、熊本駅周辺や熊本城

を中心とした都心部において、都市

機能の向上と熊本らしい魅力を創出

することが重要です。また、観光・

コンベンション(会議・大会)の振興

に向けて、豊かな自然、文化遺産、

特産ppなどの地域資源を生かした地

域づくり、魅力づくりを図る必要が

あります。そこで、 『人々が集う元

気なまち』を実現するため、次の施

策に取り組みます。
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すべての人々が、人として等しく尊重され、

平等に社会に参加できるよう、人権意識を

高め、人権擁護のための支援を行いますO

また、男女が対等な立場で参画し、ともに

責任を担える社会を形成します。
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21世紀は「人権の世紀」ともいわれてい

ます。

わたしたちは、だれもが「幸せになりたい」

という切なる願いをもっています。

日本国憲法も、すべての国民に基本的人

権を保障しています。

しかし、今日でもなお、女性・子ども・

高齢者・障害者・同和問題・外国人・水俣

病やハンセン病元患者等の人権問題など、

解決しなければならない問題が数多く存在

していますO　そこで、本市では差別意識の

解消と市民の人権が尊重されるまちづくり

をめざして、人権・ふれあいフェスタ、人

権フェア、人権啓発セミナー、人権啓発映

画会など市民参画型の啓発事業を実施し、

より多くの市民-の人権教育・啓発の推進

に力をいれています。

男女共国参画社会の形成

男女が互いに人権を尊重し、個性と能力

を発揮できる「一人ひとりが輝く、男女共

同参画社会の形成」をEl指します。

市民と協働し意識の高揚を図るとともに、

男女が対等なパートナーとして、社会活動

に積極的に参画し活躍できるよう、家庭や

職場、地域社会での環境整備を進めています。

総合女性センタ-

総合女性センターでは、男女の自立や社

会参画のための活動及び市民文化振興交流

の拠点として、男女共同参画社会の実現に

向けた啓発講演会やセミナーの開催、資格

取得や能力開発のための就労支援講座等を

開催しています。さらに、相談事業、女性

問題関係資料等の収集や提供、働く男女の

仕事と家庭の両立を支援するファミリーサ

ポートセンターの運営及び女性問題に取り

組む市民グループの活動支援等を行ってい

ます。
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心がかよいあう市民生活の創出
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市民が、安心して暮らせ、心がかよいあ

う生活を送れるよう、消防・救急救助体制

の強化、交通安全の確保、消費生活の安定

と向上などに努めるとともに、国内外との

交流やふれあいのあるコミュニティづくり

を進めますO

コミキニティづくりの
推進

市民生活の安定と向上

出前講座や消費者セミナーの開催など各

種啓発事業や、消費生活に関する相談窓口

の設置、情報の収集・提供、消費者団体の

育成など、消費者の自立に向けての施策を

行っています。

14:　禁忠謂"uilg、'

心がかよいあう地域のコミュニティづく

りを推進するため、住民自治の基礎的組織

である町内自治会の活性化に努めるとともに、

町内自治会をはじめ小学校校区の各種団体

等により構成され、団体相互の連携・調整

のもと、地域課題の解決などに取り組む組

織である校区自治協議会の設立を進め、さ

らには、まちづくり活動への支援並びに活

動拠点となる地域コミュニティセンターの

整備にも取り組んでいます。

校区自治協議会役員研修会

二:tj

・i'辿ft ^- li朋uのIii赴

交通安全推進や放置自転車等の対策、交

通事故被害者支援を行っています。

さらに、市民・事業者・市が一体となって

安全で安心なまちづくりを目指します。

・　　　.

消防・救急救助体制の強化

火災や事故を未然に防止し、災害発生時に

は迅速かつ的確に対応する体制を推進して

います。

また、高齢者世帯の住宅防火診断等による

防火に関する広報啓発や地域の防災訓練、

応急手当の普及、救急ボランティアの育成

など防災意識の高揚を図るとともに、地域

と一体になった消防団活動を支援しています。

国際交流の推進

「すべての人が安心して快適に暮らせる開

かれた社会の実現」を目指しています。熊

本市国際交流会館を拠点として、市民主体

三つ　　ミ　　　　　　　　*し

の国際交流.協力活動を通した寓際理解の

推進や、多言語による情報提供・生活支援

など外国人に対する公的サービスの充実に

取り組んでいますO

また、友好姉妹都市(中国・桂林市、米国・

サンアントニオ市、独国・ハイデルベルク市)

を始めとする海外諸都市との友好関係を維

持する一方、海外から招致した3名の国際

交流員を地域の小中学校や公民館、民間団

体など-派遣し、自回文化の紹介をとおして、

市民の国際理解を促進していますo

戸籍・地籍に関する
情報の適正管理

地籍調査

国土調査法に基づき、土地に関する基礎

資料を整備し、市民及び公共財産の保全を

図り、地籍調査成果を多目的に利用してい

ます。

住居表示整備

土地の地番では、わかりにくい住所の表示

を合理的な住居番号で表示し、わかりやす

いまちづくりと市民生活の利便性の向上を

図っています。
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・きいきと暮らせる保健・福祉の充実
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健やかな
ライフスタイルの確立

総合的な健康づくりの推進

「健康くまもと21基本計画」に基づき、

市民ひとり一人が、自分らしくいきいきと

暮らすことができるよう、自主的な健康づ

くり運動を支援するとともに社会全体で個

人の健康づくりを支える環境づくりに取り

組んでいます。.

適正な医療の確保、医薬品の安全管理、

救急災害医療及び健康危機管理体制の整備、

衣食住の安全確保、動物相談、結核・エイズ・

感染症予防対策など、保健予防の推進に取

り組んでいます。

保健福祉センター　　　,

熊本市城を5区域に分け配置した保健福祉

センターでは、市民の健康づくりを支援す

る地域の拠点として、母子保健や成人保健・

精神保健・歯科保健・栄養改善等、保健福

祉サービスの充実を図っていますo

また、健康や福祉に関する総合相談に応

じるとともに介護保険、高齢者や障害者な

どの在宅生活支援にも取り組んでいます。

. 71 'J0品tass

健康福祉
サービス体制の充実

市民病院

熊本市民病院は診療科22科、病床数562床(感

染症12床を含む)を有する総合病院です。少

子化における周産期母子医療、がん医療、

高齢化社会における生活習慣病医療、 24時

間市民の生活を守る救急医療を診療体制の

4本の柱として取り組み、安全で信頼され

る医療の提供に努めています。

l

地域福祉の充実のため、その拠点となる

福祉施設の管理運営並びに民生・児童委員、

各種福祉団体等に対する支援など、健康福

祉サービスの提供と地域住民の積極的な福

祉活動-の支援を行なっています。

生活衛生の推進

市民生活に密着する衣食住の危害の発生

を未然に防止し、快適で安心できる生活環

境を確保するため、食品衛生、生活衛生関

連営業施設の監視指導を実施すると共に、

日常生活における衛生上の因りごとを市民

自ら解決できるように、衛生相談・出前教

室など知識技術の習得のための支援を行っ

ています。

また、狂犬病予防対策や動物の愛護及び管

理推進事業、公共の場におけるそ族昆虫駆

除も行っています。

墓地・斎場については、 rt/常墓地(園)七

ヶ所と納骨堂1ヶ所を管理・運営しています。

動物愛護センター

子育て支援の充実

次世代育成支援行動計画「ひびけ!こど

も未来プラン」に基づき、病後時保育、延

長保育等の保育サービスの充実や子育てほ

っとステーション(子育て支援センター、

児童館など)の整備など、家庭や地域に応

じた様々な支援を行い、子どもたちが健や

かに成長するまちの実現を目指します。

高齢者への
生活支援の充実

高齢者が生きがいをもって安心して暮ら

せる生活を支援するため地域での高齢者へ

の支援体制を拡充するとともに、高齢者の

健康づくりや生きがいづくりを推進します。

また、在宅での生活が困難な高齢者のた

めに福祉施設の整備に努めます。

障害者への
生活支援の充実

熊本市障害者プランに基づき、誰もが自

分の能力を活かして平等に社会に参加でき

る環境づくりを進めます。

地域での自立した生活や就労・スポーツ

,:骨幹:4",
I LIT

r
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文化活動、移動等の支援を行うと共に、保

健と医療サービスの適切な提供に努めます。

社会保障制度の
円滑な運用

生活保護　　　サ・・

生活保護制度は、生活困窮者に最低限度

の生活を保障し併せて自立の援助を主な目

的とし、援助には生活扶助、教育扶助、住

宅扶助、医療扶助等8種類があります。

平成17年度の生活保護世帯状況は受給世

帯が6,948世帯、受給人員が9,391人で保護率

は13.98%。(V㍍)となっています。

国民健康保険

国民健康保険の加入者は、 242,574人(辛

成18年3月末現在)で、市人口の約36%にあ

たります。生活習慣病予防のための保健事

業の実施など、加入者の健康増進に努める

と共に、保険料の収納率向上や医療費適正

化に積極的に取り組んでいます。

介護保険

この制度は、国民の協働連帯の理念に基

づき、要介護者等を社会全体で支えていこ

うとするものであり、利用者の選択により

多様な介護サービスを適切に受けることが

できる仕組みになっています。

平成18年3月現在で高齢者12万4千人のう

ち約2万3千人の方が要介護(要支援)認定

を受けられ、居宅あるいは介護保険施設に

入所してのサービスを利用されていますO

国民年金 =『

平成17年度国民年金受給者は111,170人、

年金受給総額は698億円に及び、多くの市民

の生活を支えています。本市では、すべて

の市民が年金の受給権を確保できるよう、

年金制度の広報や年金相談に努めています。
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水と緑に囲まれた良好な環境の形成
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環境保全活動の推進

環境基本条例と環境保全都市宣言

18恕浩to
nisi恕謂悪y

本市では、良好な環境の維持及び形成を

図るため昭和63年に「熊本市環境基本条例」

を制定し、また平成7年9月には、水と緑

に輝くふるさとの環境を保全し次世代へ引

き継ぐと共に地球環境問題に対しても積極

的に取り組むことを誓い「環境保全都市宣言」

を行ないました。

この環境保全都市の実現に向けて、平成

13年度に第2次熊本市環境総合計画を策定

し計画的な環境保全活動の推進を図ってい

ます。

環境パートナーシップの推進

第2次熊本市環境総合計画の推進母体と

して平成14年4月にパートナーシップ組織「エ

コパートナーくまもと」が設立されました。

「ェコパートナーくまもと」では、市民・

事業者及び行政の参加と協働により環境保

全都市の実現に向け様々な取り組みを行っ

ています。

1 *

環境フェアステージ

良好な生活環境の保全

大気や水質、騒音等の監視体制を充実し、

環境汚染の状況の的確な把握に努めること

とともに、その測定結果等の環境情報を積

極的に提供しています。また、公害を未然

に防止し良好な生活環境を確保するため、

環境に配慮した行動や環境負荷の少ない生

活の実践等の啓発を進めています。

緑の保全と緑化の推進

緑豊かな森の都の再生を目指し、市域に

残る貴重な緑地や樹木を適切に保全し、市

民が身近に自然とふれあえる場を提供する

とともに、花苗配布や植栽への助成など、

市民・事業者・行政が一体となった緑化の

推進を図っていますO　また、アーケード内

での植栽の実施や屋上緑化に対する助成など、

特に緑の少ない中心市街地での緑化を推進し、

安らぎと潤いのあるまちづくりに取り組ん

でいます。

下通アーケード内の植栽

水環境の保全

水量の保全

地下水位は低下傾向、また湧水量も減少

傾向にあります。

地下水量保全のため、かん養林の造成事

業や白川中流域の水田等を活用した人工か

ん養事業を推進し、節水市民運動や雨水の

有効活用に努めていますC

水質の保全

河川・海域及び地下水水質を監視するほか、

工場及び事業場排水の規制や汚染された地

下水の浄化対策を講じています。

広域的保全体制の確立

地下水を共有する熊本地域(熊本市及び

周辺13市町村)の住民・事業者・行政が連

携して地下水の保全事業を行っています。

くまもと水ブランドの創造
本市の特色である恵まれた水の環境を生

かして、魅力あるまちづくりを行い、 「熊

本といえば水」 「水といえば熊本」と認知

されるような、環境の世紀に相応しい都市

ブランドの確立に取り組んでいますO

ごみ減量・リサイクルの推進

平成16年3月に策定した「熊本市ごみ減量・

リサイクル推進基本計画」に基づき、市民・

事業者・行政の三者協働で持続可能な循環

型社会の実現に向けて取り組んでいざすO

近年の新たな取組みとしては、環境にや

さしい店認定制度やごみゼロ・サポーター

制度の導入が挙げられます。また、基本計

画に掲げる家庭ごみ20%の減量に向け、市

民のごみ減量・リサイクルに対する取組み

が進むように、地域等でごみ減量のための

具体的な取組み方法等に関する説明会を開

催しています。

ごみの適正処理の推進

ごみの収集運搬・再生利用・焼却・埋立

処分の体制を確保し、一般廃棄物の適正処

理に努めています。また、市民のごみの分

別搬出等-の協力を得るため、平成1 7年

度からは、クリーンセンターに啓発推進係

を新設し、町内自治会等と一体となった取

組みを進めています。産業廃棄物については、

排出事業者や処理業者に対し、廃棄物の発

生抑制や適正処理を行うよう指導を行って

います。
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魅力と活力あふれ
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新産業の振興

地域経済の活力を創出するため、新たな

創業や起業家の支援を図るとともに、情報

通信、健康福祉、環境、バイオテクノロジー、

新製造技術などの分野における本市の特性

を生かしたリーディング(先導的)産業の

積極的な支援を行います。

r∴鐙雷r豆~

LiBajl

雇用の安定と
働きやすい環境づくり

国や県と連携して、新規又は再就職の支

援として、職業相談や再就職支援セミナー、

企業合同面接会を開催するとともに、職業

能力向上のため熊本市職業訓練センターな

どで教育訓練を実施しますO　また、中小企

業勤労者の福利厚生の充実を図るため熊本

市勤労者福祉センターや中小企業勤労者福

祉共済事業を運督します。

商業・サービス業の振輿

商業やサービス業の振興を図るため、中

心商店街の集客力や回遊性の向上に努める

とともに、地域の特性を生かした地域商店

街の魅力づくりを進めます。

特に、 KUMAMOTO (クマモト)ブ

ランド発信の核となる中心市街地を活性化

させるため、地元商店街や市民・事業者と

の連携により、まちなかの賑わい創tPrとさ

らなる魅力づくりに努めます。

工業の振興

本市工業の振興を図るため、成長力のあ

る企業の立地促進に取り組むとともに、産・

学・行政の連携強化による企業の技術力向

上や販路開拓、中心製造業者等が行う新製

品や研究開発に対する支援などを行います。

中小企業群常の基盤強化

チャレンジ精神旺盛な中小企業を育成す

るため、資金融資、人材育成、創業支援、

情報提供などのきめ細やかな支援を行い経

営資源の充実を図ります。

特に、事業者の抱える問題に総合的に対

応する体制を整備し、時代の変化に応じた

中小企業経営の基盤強化に努めます。

チャレンジフロア

観光・コンベンション
(会議・大会)の振興

九州新幹線鹿児島ルートの全線開業を視

野に「観光立市くまもと」の実現に向けて、

経済波及効果の高い観光やコンベンション(会

議・大会)の振興を図る中、韓国・中国・

台湾などからの国際観光客の誘致など、さ

らなる誘致促進及び受け入れ機能の拡充を

行いますO

さらに、築城400年を迎えた熊本城、水前

ぺ1　1トIl・一

寺江津湖公園や動植物園などの歴史や水辺

環境を生かした観光資源の利活用や魅力向上、

肥後象がんなどの伝統工芸の保存育成、特

産振興などについて取り組みます。

農業の振興

農業の振興を図るため、担い手の育成や

農業生産・流通の基礎整備を進めるとともに、

環境に配慮した安全で安心な農作物づくり

やそのブランド化支援を行います。特に市

民の農業や食-の安全への理解を深め、地

産地消を推進することにより,生産者と消

費者との新たな共生関係を築きます。

水産業の振興

漁業や漁港の整備を進めるとともに、水

産技術の指導や情報発信など、のり養殖を

はじめ、昨今の漁業変化に対応した支援を

行い、水産業経営の安定・強化を図ります。
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安全で快適な都市基盤の整備
Maintain a comfortable and safe infrastructure
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都市計画
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九州新幹線

良好な市街地の整備

全体将来図
イメージ

また近年は、安全な歩行空間や自転車走

行空間の確保が強く求められており、その

整備を促進するとともに無電柱化-も取り

組み、全ての人々にとって安全で利用しや

すい道路整備を進めています。

近見六丁目ふれあい公園

公園緑地の整備 押I.r・　　　　　~　・-.I -*w

長嶺西≡丁目迎ハ反田公園
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都市計画は、都市の健全な発展と秩序あ

る整備を図るための土地利用、都市施設の

整備、巾街地開発事業に関する計画ですo

都市景観

美しく活力ある森の都くまもとの都市景

観を創造するために都市景観条例や屋外広

告物条例を制定し、熊本城を核とした眺望

景観や地域の歴史的なまちなみの保全など

熊本らしい都市景観の形成に努めています。

開発許可制度

都市周辺部-の無秩序な市街化を防止し

都市基盤の整備された良好な市街地環境を

備えた都市づくりに寄与します。

総合交通体系の確立

熊本空港は国内線(東京他5都市) ・国際

線(ソウル) -定期便を運行しています。

鉄道網は、 J R鹿児島本線、 JR豊肥本

線と熊本電鉄があります。

熊本港では、重要港湾へ指定(S49)後、

岸壁等整備を進め、高速旅客船(本渡間)

やカーフェリー(島原問)が就航しています。

また、平成11年にはコンテナ国際定期航

路(韓国・釜山港)も開設されました。

市電・市バス

熊本市交通局は、路面電車が大正13年8月、

バスが昭和2年11月に営業を開始し、以来82

年の歴史を刻んでいます。

国内初導入のノンステップ超低床電車5編成、

ノンステップバス45台(いずれも平成18年3

月現在)を保有し、人に、環境にやさしい公共

交通機関を目指しています。

熊本駅周辺地域では、 「出会いとふれ合

いの副都心」を将来像に掲げ、県市で協力

して策定した熊本駅周辺整備基本計画に基

づき、連続立体交差事業や熊本駅西土地区

画整理事業などによる「熊本駅東西市街地

の一体化」 、東西駅前広場や道路整備、公

共交通の充実による「熊本駅を中心とした

交通結節機能の強化」 、さらには、市街地

再開発事業などによる「熊本駅東側を中心

とした都市機能の充実」を進めています。

上熊本駅周辺では、本市の「市街地核」

の一つとして、鉄道と路面電車・バス等の

結節強化とともに、都市機能の改善と地域

の活性化を促進します。

土地区画整理事業は、道路、公園、水路

などの公共施設を整備し、宅地の利用増進

を図ることを目的としており、現在、画図、

陳内の2地区で組合施行により進められてい

f¥ ,

市街地再開発事業は、都市における土地

の合理的かつ健全な高度利用と都市機能の

更新とを図ることを目的としています。本

市では、上通A地区(ぴぶれす熊日会館)

及び手取本町地区(テトリアくまもと)の

再開発事業が完成し、現在、中心市街地に

おいて再開発事業誘導に向けた取り組みを

行っています。

生活道路の整備

市道整備

熊本市には、市民の日々の暮らしに直結

する市道が9,864路線、総延長2,451km (H18.4.1
現在)あります。

その市道が、いつでも安全かつ快適に利

用できるよう改良、線持補修に努めています。

良好な住宅の供給

建築指導

建築物の大規模・高層・複合化が見られ

るなか、良好な都市環境の整備に向けて、

総合設計制度や建築協定を推進するとともに、

高齢者や身体障害者等の方々が安心して利

用できる建築物の拡大化に向けたバリアフ

リー整備の促進に取親んでいます。

一方、市民の住環境に対する意識も年々

高まり、近隣住民との紛争等を未然に防止

するため、建築主と周辺住民との相互理解

に寄与することに努めています。

さらに、平成18年8月より一定の建築物に

対して中間検査制度を導入し、建築規制の

実効性、建築物の安全性の確保に努めてい

ますO

また、違反建築物の防止に努めるほか、

安全なまちづくりを酎旨して関係団体と連
'I /;.小「^:):∴、 ihi'L- ・し・・'i.-.-¥:二叶蝣I ',>1こI、
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供給にあたっては、老朽化した団地の建啓

を進めるとともに、少子高齢社会に漸応し

.HT':]--ILi-11主ili.-i-;.二I.'.:!言∴:、

--/iトfi.-i;:し肯・vi:柏三--.Mill-iiM.'.lt:、
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います。

また、団地の建替にあたっては、地域の

環境に配慮した団地づくりとともに、まち

-':;日二-什と良好'.こ恒一蝣Jftv'庸蝣'1,ll

に取り組んでいます。

【東南面】市営住宅/画図重富団地【東北面】

都市公園は平成18年度4月1 []現在、まちの広場等を含

め870箇所、面積は約569ha、市民-人当たり8.52mの広さ

になっています。

今後は、平成20年度末までに、歩いて行ける公園の整備

率45.6%を目標に、市民と一体となって都市公園の整備を

進めてまいります。

公園の管理については、日常的な維持管理の充実を図る

とともに、地域のボランティアである公園愛護会と協力し、

市民がいつでも安心して安全に利用できるよう努めてまい

りますO

水道水の安定供給

熊本市の水道水は、地下水100%です、人口60万人以上

の都市では例をみません。水道局では、地震や台風などの

非常時でも安定した水の供給ができるよう、基幹施設の耐

震化や応急給水体制の充実化を図り、 「安全でおいしい水」

の安定供給に努めています。

ド水道の整備

昭和23年の下水道事業着手以来、平成17年度末の普及率

は83.4%、整備面積は9.118haに達し今後も早期整備完了
を目指すと共に、水資源として下水処理水の再利用、老朽

施設の改造改築、恒常的な浸水箇所の解消・整備を図りな

がら、安全で快適な環境づくりに取り組んでいきますo

治水対策の推進

大雨による兇害を防止するため、河川改修や排水棟場な

どの整備を進め、都市型水害や内水被害の解消に努めてお

ります。改修にあたっては、潤いのある水辺空間の創出や

自然生態系に配慮した整備を進めていますO

防災体制の強化

危機管理に関する基本事項を定めた危機管理指針を権に、

自然災害に対処する地域防災計画、大規模テロなどに対処

する国民保護計画、また、その他の危機事象に対処する事

件等対処計画により、災害時に迅速に対応できるよう危機

管理体制の整備を図ります。

。悪,:冒,怨漂一浩路琵2 3
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豊かな人間性を育む教育・文化・スポーツの振興
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子ども一人ひとりの個性を生かしながら、

子ども一人ひとりが輝くために、豊かな人

間性や創造性の育成を目指し、教育改革プ

ログラム「くまもと子ども輝きプラン」に

基づき、その実現に取り観んでいます。

特に、確かな学力の向上と個性を伸ばす

教育の充実に努めるとともに、 「生きる力」

のもととなる子どもたちの豊かな心や健や

かな体の育成を図っています。

青少年の成毒味揺

了-どもたちにいろいろな体験活動の機会

や場所を提供するとともに、 PTAや子ど

も会など地域の教育力向上のための支援を

行っていますU

また、子育て支援という観点から、保護

者を対象に家庭教育のあり方等について、

学習機会の提供に努めています。
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「熊本市生涯学習指針」に基づき、全て

の市民がいつでも学習ができ、その成果を

活かせる環境づくりに取り組んでいます。

特に、市民の生涯学習活動を促すための

広報・啓発を図るとともに、公民館等にお

ける学習機会の拡充や、図書館、博物館等

市民が気軽に利用できる生涯学習の拠点施

設の整備充実を図っています。

熊本博物館

自然・人文・理:L科学関係資料約5,000点

を展示し、これにプラネタリウムを併設し

た総合博物館です。

教育普及活動として各種学習講座の開設、

特別展示会、移動博物館、こども科学・も

のづくり教室等を開催し多くの人々に利用

されています。
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ものづくり教室の様子
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生癖ボーッ癖興

スポーツに対する市民一人ひとりの多様

な価値観に応えられる環境づくりを目指し、

「熊本市生涯スポーツマスタープラン」に

基づき、その実現に取り組んでいます。

特に、市民の誰もが参加できる生涯スポー

ツ活動の支援として、地域に根ざした総合

型地域スポーツクラブの育成や既存のスポ

ーツ施設の有効活用等に努めています。

総合型地域スポーツクラブ

歴史的文化遺産の継承と捕柑

先人から受け継いだ市民の貴重な財産で

ある熊本の文化財を郷土の誇りとして大切

に保全し、次の僚代へと伝えるとともに、

市民生活の中で積極的な活用を図っていますO

も

ナし

市桓巳の如
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v-:ォ-トr*1

多くの人々が文化に親しみ、また自ら文

化活動に参加しながら市民生活の質を高め

るために、様々な文化事業や文化活動支援

を行っています。また、次代の文化創造を

担う子どもたちに豊かな感性を身につけて

もらうため、学校や地域でのコンサート・

ワークショップ等の文化事業も積極的に実

施しています。

熊本城
GuidemAdimm盈uq:訂慧]g25
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政令指定都市を目指して
Transitioning towards a government-designated city

*|yj-U-'1㌧人、告　Il光こr　<'川」

政令指定都市では、区役所が

設置され、地域の実情に応じた

身近な行政サービスの提供が可

能となり、行政権限拡大、移譲

によるサービスの提供など行政

サ-ビスの向上が図られます。

また、財源の拡充により,まち

づくりの一層の推進を図ること

ができ、さらには、知名度アッ

プによる地域経済の活性化が期

待されますQ

そこで本市では、政令指定都

市移行に向け、今後次のような

取り組みを進めますO

.メ 1

響
政

.

Municipal administration
望召

三嶋輝男副市長
Vice Mayor Teruo Misima

Jt
幸山政史市長

Mayc汀Seisin Kohyama
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明治22.5. 6
〝　26.9.15

〝　30.9.13

大正　2.4. 2
"　4. 1.14

〝　　6. 1120

〝　11.1.19

〝　14.9.14

昭和　5.2.5
〝　　9. 5.14

∫/ 17.6.25

明治26.7. 9
〝　30.8. 2

大正　2. 1.20
〟　　3.10.10

〟　　6.9. 3

〝　10.ll.19

〝　14.7,13

昭和　4.7.4
〝　　9. 4.17

〝　17.5.13

"　20.8.10
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川上憲司収入役
Tl`casurer Kenji Kawakann

、-. .-

代 氏 名 F就任年月日 [ 退任年月日

M V-. 石 坂 繁
1

昭和20.10.4 昭和21.3.ll

13-14 福 Hi t」 〝21.6.14 〝23一2.9

15 佐 藤 真佐男 ′′23.4. 7 〝27.3.7

16 Ir m 〝27.3.20 〝31.2.23

17-18 坂 口主 税 〝31.3.16 ′′38.1.4

19-20 石 坂 繁 〟38.2.15 ′′45.ll.26

21~24 星 子 敏 雄 〟45.12.20 〝61.12. 6

25-26 田 尻 靖 幹 〝61.12.7 平成 6.12.6

27-28 三 角 保 之 平成 6一12.7 〝 14.12. 2

現市長 幸 山政 史 〝14.12.3 在 任 中

。思、[㌶l怨iliサiE:rwxi甜27



登如蛸輸血的場
日本三名城といわれている熊本城は、慶長12(1607)年に加藤清正が築いたと伝えられており、平成19 (200

7)年に築城から400年を迎えます。

熊本城では、復元整備がすすめられ、南大手門をはじめとする西出丸一帯の整備に続き、飯田九五階櫓がそ

の雄姿を現しました。さらに現在、本丸御殿大広間の復元が進められており、着々と豪壮堅固な名城としての復

元整備が行われております。

築城400年という記念すべき年を契機に、復元整備により蘇る熊本城の素晴らしさと、歴史に培われた文化、豊

かな自然に育まれた熊本の魅力を、広く全国に発信するために、熊本城築城400年祭を開催します。

この熊本城築城400年祭は、築城400年を祝う一過性の催しではなく、継続的に熊本の魅力を発信する契機と

なる事業として、熊本経済界・文化関係者など熊本の英知を結集し、広く市民参画を募り、熊本の新たな風物詩

を創造する事業として展開します。

28鵠iduk>Kijiiui!tt*t
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・カウンダウンスペシャルライブ
・オープニングカウントダウン

Lighting Symphony　音と光の華舞台～
・創作舞台『清正公新春の言祝ぎ』
・福運!熊本城deiSだめし

``ひごまる"クイズラリー
・迎春/招福ステージ

犬歯遊金
観桜大茶会
熊本城花市
合同軍展　など

◇鯉畢
・唐戸癖'tl畔凋.歪趨国・
熊本城矢旗まつり
忍者劇「火の国の城」
古写真とC Gに見る熊本城展
ちびっこ忍者道場　など

野外コンサート
シネマウイーク
真夏の夜の怪談話
リレーシンポジウム
～肥後400年の品格1-　など

・カウントダウン
・劇作舞台「清正公新春の言祝ぎ」
・発掘された本丸御殿など

i　>.1;..-,一・干! ∴

・本丸御殿落成
肥後古料理の再現
伝統的舞台芸術の披露
リレーシンポジウム
～肥後400年の品格3-　など
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■市議会議員(平成l9年3月3l日現在)

氏名会派氏名会派

税所史熊自民党中松健児市民連合
田尻清輝市民ク佐々木俊和市民連合
溝田昌作自民党田辺正信市民連合
高島和男市民ク鈴木弘公明党
大石浩文改革竹原孝昭自民党

1】

-)～

～ 準 CityCouncilA|O|S| 一

t/や▼+

田尻善裕改革牛鵬弘自民党
白河部貞志改革古川泰三自民党
禽重徹自民党落水清弘自民党

I
ド

一一.岬r.一一触が一.ー▼.一m.lここ

1.f
I
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+ 首r t

～

康瀬賜代一歩の会北口和皇自由ク

有馬純夫公明党EE]尻将博愛市民主
満永寿博自民党家人安弘愛市民主

三島良之自民党大江政久市民連合

IjB-.. 膏車線自民発上村恵1市民連合

ぢ 津田征士郎自民党畠田俊六公明党鴬山法雲自民党江藤正行自民党
LW. 上野美恵子共産党荒木営業自民党

,J.農崇 雲上美千孟票=豊富孟害悪佐芸==芸

日和mj.しこ,',¥明覚紫埴正長自民

B̂tfUK̂kA Ĥ̂ Ât'**jキ1'・:!."hj七山十舟十日∵七
普 .坂田誠二自民党矢野昭三自民党

- 霊宝芸竺書芸;霊悪霊至芸=;

下川寛市民ク益田牧子共産党

$

.つ.j=
?

1*.'V*蝣∵∴「 L干'ttbl

市議会は、市民から選ばれた議員52名で構成されています0会派としては、自由民主党熊本市議団(20名)、くまもと市

育-■L 軌ーi_*JB
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-

民連合(8名)、公明党熊本市議団(7名)、市民クラブ(7名)、日本共産党熊本市議団(3各)、改革フォーラム(3名)、愛

l 市民主会(2名)、自由クラブ(1名)、一歩の会(1名)の9会派が賭成されています0

i-f*…Ek,㍗:

[ ;tが
～:lllJrJ,

H 会議は、年掴開かれる定例会と必要がある場合に開かれる臨時会がありますO内部の審査機関としては、常任委員

-
l 会と議会運営委員会及び特別委員会があります0常任委員会は総務.教育市民l保健福祉.環境水道.経済交嵐建設

㍗.fl
-
- の6委員会に分かれ、所管吾BP可の事務を調査し、議案などの審査を行います0議会運営委員会は議会の運営に関する 十 Pî̂Hiー戯J邑こ +

j 調査を行います0特別委員会は必要に応じて議会の議決により設置されますが、付議された事件を審査するもので、現在、

■常任.特別

名

総務

看脈Ⅷ 一m- iXLK̂ET̂̂^̂̂H tm 重松草丈共産党磯道文徳公明党

本会議場東すみよ市民連合西泰史公明党

i
委員会(平成l9年3月31B環在) も 4'.

称 定数 所管事項

委員会9 市長室、総務局、企画財政嵐会計室、消防局、選挙管理委員会、監査委員、

l
政令指定都市実現に関する特別委員会.鎗合的都市活性化に関する特別委員会.少子高齢社会に関する特別委員会.

l一

一

}
1

地方自治の推進に関する調査特別委員会」>.各特別委員会があります0

I-歴代市議会議長
人事委員会の所管に属する事項、他の常任委員会の所管に属さない事項

代氏名就任年月日退任年月日代氏名就任年月日退任年月日代氏名就任年月日退任年月日 ll=lI

, ^ I有馬源内明治22.4.26明治24、1.2117打出信行駒34,6.12脚36.3̀2433内田幸吉昭和61.12.15昭和62.4.3 常教育市民委員会9 市民生活局、教育委員会の所管に属する事項 、.

;至上「「.根菜曇喜……至i=≡………凱…曇至芸菜…………………84…言8.4.3030.3.1830.12.73…≡芸蓋誓ii62ii63・<f2喜…62…633…l42……60I

〝38.5.18′′40.3.1835村上春生〟63.12.16平成蝣2.3.26

任保健福祉委員会9 健康福祉局、市民病院の所管に属する事項

∴こ蕪芸環境水道委員会8 環境保全局、水道局の所管に属する事項
F一A Pこ仏J5山田珠 36.2.6〝37.4.3021石井辰雄〝41.7.4〝42.4.3037嶋田幾雄'<3.5.17′′5.12,3

-i▼′ v6富永為己′′37.5.27大正2.4▼3022阿部次郎〟42.5.20〝43.7、338中村徳生〟5.12.3〝7.4.30
1.と m7林千八大正2.5.10〃6.4.3023坂梨日露"43.7.13〝45.12.439荒木哲美〟7.5.19′′9.3.27

P#会経済交通委員会8 経土讃振興局、農業委員会、交通局の所管に属する事項
- 8山隈康′′6.5.15〝10,9.3024黒田弥l郎〟45.12.4〟46.4.3040主海偉佐雄〟9.3.27〝11.4.30

l 9迫源次郎〟10.10.14′′14,9.3025落水清〟6,5.20〝48.6.641江藤正行ii11.5.21ォ13.6.8 >
建設委員会9 都市整備局、建設局の所管に属する事項

議会運営委員会13議会運営に関する調査.

日0山隈康′′ー4lー0.12昭和9.5.726古川国雄〟48.6.6〝50.4.3042日石正〝13.6.e〝14.6.18磨.酬呈芸農芸佐芸禦9.5.817.7.23言芸‥雲‥去42192孟聖等墓票;;≡25.166.4 芸.6.4.4.30霊夏雲霊蒜:日昌‥冒‥呈出昌‥′昌‥370

～健一「,!措雷雲漂拙言…霊:芸3.4.76.4.293霊悪霊芸告芸.5.14.12.8 ≡6,12.8458.4.3046孟宗霊孟16.9.717.12.20"17.12.20Sfff 政令指定都市実現に関l3政令指定都市実現に向lナた対策の推進に関する調査

する特別委員会、 l5大塚勇次那′′26.5.15′′30.4.3031宮原光男〟58.5.18ォ60.9.6

16兼坂安次′′30.5.21〝34.4.832大石文夫〟60.9.6サ61.ー2.15 宗総合的都市活性化に開l3尭

特l委ロム

斤幹線整備、都市及び経済活性化並びに雇用促進のための総合的な対策に関する調査

-

l
r 輸歴代市議会副議長

至芸掌高岩社芸FL関するl3少子化並びに高齢社会に対応する施策に関する調査

票特別委員会

石地方自治の推進に関すl3熊本市におーナる地方自治推進のあ。方に関する調査

る調査特別委員会

■市議会のしくみ

聖求喜一岩一芸決≡知l芸芸嚢 芸月田 意見書関係行政庁

一 市 民 -

1

G忠一:;盈㌶Li鵠3:

、Tj-,

-
代氏名就任年月日退任年月日代氏名就任年月日退任年月日代氏名就任年月日退任年月日

I

1下田l直明治22.4.26明治24.1.2119大塚勇次郎昭和22.6.9昭和23.6.537日∃尻武男昭和56.12.8昭和58.4.30
2下EEl耕造〃24.1.22ォ31.5.2220加川恒次"23.6.5ォ26.4.29 日石正′′58.5.18ォ60.9.6

i
-I
-

甜離捕描肇鵬瀞………1530162630330

一
一

l0河EB巌〝42.1.28大正2.4.3028吉村貞次〝41.7.4′′42,4.3046宮原正M〝7.5.19〟9.3.27
購慧蓋*I酢亮#紺lE蓋…悪童…董招Ⅲ酬壷蓋拙9.3.27サ11.ll.5.21サ13.13.6.8ォ14.14.6.18"15.㌢芸

j…蓋蓋等猶144917鮮Zq蓋…芸……肇墓望慧……藷狛捌…蓋芸薫蓋…H……5.23ォ16.9.79.7ォ17.12.2012.20」ff*
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広報・広聴
Public relali川-"tT-d open public he'anngs

m四^^B

広報広聴活動では、積極的な情報提供と市民

の声を適宜行政に反映できるよう取り組んでい

mm

広報活動

各種媒体による広報

市政だより、点字・音声・拡大版の市政だよ

りのほか、ホームページ、テレビ・ラジオ、新聞、

雑誌など、各種媒体を利用し、市政の動きや生

活情報をお知らせしています。また、子ども向

けホームページや携帯電話版ホームページを設

けるなど、充実に努めていますO

市ホームページアドレス

http:〟www.city.kumamoto.kumamotojp/

挽帝電話版市ホームページアドレス

www.city.kumamoto.kumamoto.jp/mobue/

報道機関を通じた広報

市政情報を積極的に報道機関に捉供し、パブ

1)シティ活動に努めています。

広聴・相談活動

広く市民一人ひとりの意見をお聴きし、市政

へ反映します。

r

まちづくりトーク

市長が本庁舎内で熊本市のまちづくりについて、

直接市民と意見交換を行いますO

おでかけトーク

市長が総合支所や市民センターなど地域に出

向き、市政運営について市民の理解を深めると

ともに、直接市民と意見交換を行います。

ゆめトーク

市長が各集会・会合に出向き、本市が重点的に

取り組む特定のテーマについて直接市民と意見

交換を行いますO

パブリックコメント制度

本市行政計画や条例等の素案を公表し、市民

から提出された意見に対する市の考えを公表す

るとともに、可能な限り当該計画等に反映します。

市民の声

市政への提案や要望などを手紙やFAX、イ

ンターネットで受付け、熊本市H.Pで公開してい

mm

Eメールアドレス

kouchou@city.kumamoto.1g.jp

市民相談

市政相談や日常生活に関する一般相談の他、

弁護士、司法書士などによる特別相談を行って

田ssa

(平成19年4月1日現在)

l譜会書糖畢」　　　　　　　　　轍埼蝶　錬中線

l会　計　室l

簡　務　局

金団IiiH?l品

市民生活局

藤間採Sil Ei

噸哨l宇アMi

緯済様舞局

' n:1 _..'蝣Ki

市　民　病　院

消　防　局

交　通　局

水　道　局

教育委良会
申　　鰐　　-s*

腎　寺も　Sf

契約検査室
危機哲理防災室
東京事務所

if:"画広報部
広域行政推進室
情報政策室
財　務　部
税　務　郡

市民生清吉r5

文化生活部

人権推進総室

健康政策部

S!'3t,蒜細部

(福祉事務所)
衛　生　部

(保健所)

環境保全部
環境事業部

手'蝣ilよ∴¥

総務課(法別室)　行政経営課　人撃課(人材育成センタ-)　職員厚生課

企画課(情報交流施m企画プロジェクト)　広報課　広聴課(市民相言棋宰)　統計課

財政課　管財課　車両哲理讃
主税課、 (4出張所)　市民税諜　資産税課　納税諜

而矧晶勧脂選諜　地域ブくり推進課(五福まちづくり交ffi.センター)　地籍調査課　市民課　北部総合支所(総務課、市民猫祉諜)
河内総合支所(総務酪　市民福祉課、芳野出張所t　みかK,<D皇振興センタ-)　飽田総合支所(総務課、市民福祉課)
天明総合支所(総務課、市民福祉環)　市民センター(l.0き
XiL振興課:駿軍VL'fLホーii,l　.l.fSS賠　L等.・丁寧峯で1　FR5"<f"式;_t　宇溝官幸ST t:-肖号音t二㌢7-、計腰縄J*i.Iti
男女共生推進課(総合女性センター)　青少年育成;罪(青少年センタ-、西原公園児童館、勤労青少年ホーム)
ふれあい文化センター

脂項忘as*
健眉蔓福祉政策課(,総合保健福祉センタ-開設準頗室、斎場)　国民健康傑険毒粟　保険料収納課　国民年金課
中央L粟・西・帝・北保健福祉センター
地域保健福祉課(福祉総合相談軍)　子育て支援課　保育課　高齢保健福祉課　介護保険課
障害保健福祉課(こどもの発達相談室)保護第-諜　保轟第二諜
地域医療課　生活衛生課(動物愛護センター,環境衛生事業所)　食品保健課　感染症対策諜　食肉衛生検査所

環境企画課　緑保全諜　水イ案全課

廃象吻計画課(扇田環境センター、連台寺クリーンセンター)

′l

SB
E3ー

㌔,'　">ユ・-・・-I. r l* 1 . I*.さ、

浄化対策課(秋津浄化センター)　北部・西部. !東部クリ-ンセンター　東部・西部境域工場
環境総合研究所

商工振興部-産業政策課　商業労政課　経営支援課　産業文化会館. I
観光振興部-餓光政策課　築城400年記念事業室　熊本城総合事務所(整衝振興室)動植物園
競輪事務所
農林水産振舞郡-摩業政策課(担い手推進室)　生産流通課(地底上也消推進室)　耕地課　水産振興課　食肉センター(4出張所)

都市政策部-都市計画課目妾術管理室)　那心溶性推進課　交通計画課　建築指導課(接梁審査室)
郡市整備部-開発泉観謀　公園課　用地調蛍課　用地課
熊本尊鳩辺雀熊事貴所- (新幹線建言賢推進室、熊本駅西土地区画整理事業所)
i与二　や　　　　　　Lt蝣"."蝣、二1匹虫ニ5.バ　　ー.帽.4'ftid王,さこ　荊ニ5' r_5個。甲''T.、ユー
土　木　部-土木総務課　土木管理課　逝柁整備課　東部土木センタ- (工務課、維持課)　西部土木センター(=務課、維持護、河内分室)

北部土木センター(工務維持課)
下水遷都-下水道総務課(繕営計画室)　下水道建設課　下水道維持詳(水質査理室、中津・東部・南部-西部浄化センター、維持補修センタ

ー)河川課

事　務　局-総務隷　医事課(地域連携璽)
熊本産院　芳野診療戸斤

総務諜　人事教義謀　情報司令課　予防課(火災調査室)　消防課(消防同室)　救急諜　中央消防著　西消防署　健軍消防署

総務課　営業諜　電車諜(上熊本車両工場、大江営業所)　自動車課(上熊本営業所,小峯営業所、整備=場)

総　務　部-総務課(=事管理室)　経営企画課(出納室)　料金課　西部水道センター　北部水道センター
技　術　部-給水課　管領維持課　水源課(水質検査室)　建設課

チ(;宵・*;袴si;
学校教育部

主渥?asf.

苓こfrt:-- '一

図　醤　贈

博　物　館

総務課　教育企画課　施設課
学務課　教職員諜　指導課　健康教育課　人権教育指導室　昌等学校(2)　専修学校(日　中学校(37)
小学校(80)　小学校分校(l)　幼稚園(7)　学校拾食共同調理場(16)
生涯学習課(金腫山少年自然の家)文化財課　社会体育課
子ども文化会要官

監査撃務局

TOljgjfefifl^^^^^^^^^B組冒就　任監削

選挙管理委員会事務局

遭頭員会夢再転

紅文字は新設.背文字は統合、名称変更等

tp.^∴さ覚賠L〒編:、こ民、幣、1±蝣-1 ;-∴　　　　、I.'蝣:　∴

平成 l8 年度 市長事務部局 8局 3 4 部 l l0 謀

(市民病院、消防局を除く)

全 部 局 15 局4 7 吾β16 5 諜

平成 1 9 年度 市長事務部局 7 局2 7 部 1 1 1諜
(市民病院、消防局を除く)

全 部 局 14 局 4 0 部 16 7 課

C悪J忠訂KJIo
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徳富蘇峰(本名・措一郎)氏

(昭和30年1月1 [」表彰)

明治-昭和期の新聞人.歴史家o

横木蝣;r一半校　H.i;辛目二手びr.w、

帰郷して自由民権連動に参加し、

大江義教を開設o　明治20年民友

社を設立「国民之友」 、同23年

「国民新開」を発行。 「近世日

本国民史」 100巻を完結O　生涯

300冊の著作を規した。

文久3年1月25日生れ,

昭和32年11月2円死去、 94歳D

高橋守雄氏

(昭利30年1月1日表彰)

第7代熊本市長として、歩兵第

23連隊の移転・市電・ L水道の

開設の三大事業を完遂、市の近

代化、発展繁栄にJ式したL,また、

教育者として東洋語学専門学校

校長、熊本商科大学長を歴任、

郷土教育の振興育晩に努力した。

明治16年1月1 Ell-れ、

昭和32年5月6日死去、 74歳o

細川護立氏
(昭和35年4月1円表彰)

旧肥後渚主柳川家16代当主。有

斐学舎舎長、肥後奨学会設立、

多額の奨学金を出資して本県出

身者の育成援護に尽した。国の

文化財保護委員会委員として、

本市の盛要文化財、史跡、名勝

等の保存活用に貢献したO

明治16年10月21日生れ、

昭和45年11月18日死去、　87歳O

福田令寿氏

(昭和35年4月1日表彰)

医師、教育者、社会事業家。熊

本共学校で海老名弾正らに学び

受洗L,エジンバラ大医学部卒o

産婦人科病院開業の傍ら無料診

軌'.'I箭m^in噌MirifiiJA LV,l'く

帥会長、公選の県教育委員長、

大江高校校長、県社会福祉協議

会会長、熊本YMCA理事長、

県原水禁埋事長など歴任。キl)

スト教信仰に基づく生返を貿いた。

明拍5年12月7日生れ、

昭和48年8月7日死去、 100歳O

34宝鑑L,;盈imamuloCity
i。nandLife

宇野哲人氏

(昭和44年10月1日表彰)

溌学者。東京大学名誉教授。東

方文化学院院長、実践女子大学

学長、東方学会会長を歴任O晴

国(中国)に留学して支邦学を、

ドイツで西洋哲学を学んだ。西

洋哲学の)j-法を用いた中国哲学

の叙述は一世を風離したo

明治8年11月15日生れ、

昭和49年2月19El死去、 98歳O

堅山南風(本名・熊次)氏

(昭和44年10月1日表彰)

U本画家。明治42年、 22歳のとき上Rサ

大正2'4第7匝は展に「箱月頃」が初

人乳その後、横山大観に師事した。

昭和13年、文展審査鮎戦後は文化勲

章受賞など日本画壇の重鎮となるC,代

衷作にt]光輸王寺薬師堂天井画「鳴竜図」 、

熊本市民会館鍛帳「火の図譜灘」など

がwm.

明治20年9月12fl生れ、

昭和55年12月300死去、 93鮎

後藤景山(本名・柘太郎)氏

(昭和54年10月1日表彰)

新聞人、俳人,_,九州E]日新聞社

入社後,国民新聞社に留学、徳

嘗蘇峰の:張陶を受けた。帰熊後

九州E]臼新聞社の主筆、編集長

として熊本の文化振興に貢献。

昭和2年、俳誌「かはがらし」

(のち「束火」 )を創刊主宰し

た。著書に「肥後の勤皇」 、編

,'fu　川l!W-fcM誌」かある.

明治19年6月8日生れ、

iififliei-¥:e ㍗ 1 II叱-J;-、　9g*

中村汀女体名・破魔子)氏
(昭和54年ion i ei表彰)

高浜虚子の門下生で、現代女流

俳句の第・人者o常にふるさと

を愛する心を底流にした``汀女

俳句"は、句にふれる人々に、

郷土愛を喚起させ、郷土の文化

振興に貢献した。 「ホトトギス」

同人、 「風花」を創刊主宰した。

明治33年4月11日生れ、

昭和63年9月20P死去、　88敵。

Kumamoto City

Guide Map
●熊本市案内図●
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1950

昭和26年

サンフランシスコ講和

昭和27年

28年

29年

30年

32年

33i」

市立博物館開館

田迎村、御幸村を市に合併

- 条約調印 豪雨、大水害で市人口の66% が羅災

芸三≡碧≡軍≡;# 城山村を市に合併 立 志

市電30 年記念 「交通観光博覧館」開催

松尾村を市に合併

小島村、龍田村を市に合併

大水害で市の33% 浸水、山津波による死者、行方不明者

中島村を市に合併

、3 6 忠

.. .

1800

明治22年

大日本帝国憲法公布

明治27年

日清戦争～28年

明治 3年

4 年

10年

20年

22年

24年

25年

28年

29年

31年

古城に医学校が創設

廃藩置県により熊本県が設置

鎮西鎮台 (九州及び中国西部を管轄) が設置

熊本洋学校が創立

西南の役、市荏i地の大半が兵火により焼失

第五高等学校 (九州 1校) が創立

市町村制が施行され熊本市が誕生

現在の白川公園前に市役所が開庁

門司 .熊本間の九州鉄道が開通

熊本電燈会社が開業し九州に初めて電燈がともる

v ォ

I -

K :メ.r 、lr:i .潤

と ＼l -

h ▼1 -
* "* ォ

邸 JE ▲市内の電話開通 :. 監 [

r

一
一

J- l ■■■■.■..1 I
I.I.lqh .}、、く.ー ニマールィ..ザ

ま晶 立 包 .幽 一. 瀧to I
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l

1960

昭和39年

東京オリンピック開催

35年

37年

∴ 二 二 ⊥ +毒+÷⊥嘘 転 I* J ^ *

ラフ力デイオ .ハーン (小泉八雲) 五高に着任 天守闇再建記念 「役員熊本大博覧会」 能大鵬

塘林虎五郎が児寮 (大江学園) を設立

ハンナ . リデル女史が回春病院設立
夏目瀬石が五高に着任

ジョン .メリl - コI ル神父がらい救済の徒労院設立

市立避病院設立 (後の白川病院)

39年

43年

44年

雷雲芸悪霊霊定 己. ニ 九 一もb=

熊本動物博覧会を開催 (7ーく辺動物園が完成)

1970

45年

46年

47年

51年

託麻村を市に合併 hi-
蝣-.サjlr芸慧悪霊 道 (琳 l 植木間) 開通

1900 明治37年

33年

34年

市内に大洪水、白川橋流失し子飼橋付近溺死者多数

市内の電話が開通 .!* ・K
39年 熊本高等工業学校設立 54年 健康都市宣言 新市庁舎

日露戦争～38年 40年

42if

安巳橋 .水前寺間に軽便鉄道敷設

鹿児島本線全線開通

中国 .桂林市と友好郡市締結

1980

56年

61年

62年

平成元年

産業文化会館が開館 jT、芯∴t 叩=▼ニLご た

新市庁舎建設完成

lu

1910

大正3 年

44年

大正 2年

市立実科高等女学校開校

市立工業徒弟高等学校開校

菊池軌道株式会社が上熊本 ー広町問敷設

熊本軌道が田崎 一百寛港、田崎 .高麗門に開通

.1 .㌔ I

L 一一
軽便鉄道

i

L1、一r

l
市パス

-

無 堅 叫 単 一 rr v *

叩 .言 冒 矧

l l事二一s r i u l j i r ‥

㌢■く つや

市役所新庁舎

f

票富で禁 書 讐 票 姉妹都市締結 1 、

市制施行100周年 「熊本百彩」開幕 一 一一..さ i-JT̂ i一二′二島J工芸I} ′

総合婦人会館 .カルチャーセンター」オ一プン

920

1930

1940

.del,ーKuman

¶TTl三:てf::二心

第一次世界大戦

昭和18年

9 年

10年

11年

第 1回国勢調査 市人口70,338人、戸数13即 7戸

隣接11力町村合併 (黒髪 .池田 .花園 .島崎 .横手 .春日 .
古町 .本荘 .春竹 .大江 .本山)

市立実科高等学校が市立高等女学校となる

1′990

2000

Li

平成 7年

2 年

3 年

4 年

5年

6年

7年

8年

9 年

10年

目年

14 年

15年

16年

17年

18年

「水資源国際会議」を開催 一i-I

弄;芸完*t4芸霊もβ冒票が合併 エ四g % 併 ▼.

12年 手取本町に市役所新庁舎完成 南部スポl ツセンターオl プン
P困年間 *5個画民

13年 市営電車開通 開通に伴い大甲橋を架設 動植物園がオープン 一 事i-Si

14年

昭和 2 年

3年

4 年

市三大事業 (市電 .上水道 .23連隊移転) 完成

記念共済会開催 (入場者133万人)

出水村を市に合併

長六橋を近代式鉄橋に架け替える

市営パス発足 (バス17台)

NH K熊本放送局でラジオ初放送

I
/; 芸書芸? {吉孟宗孟宗雷雲霊市締結の調印式 W ^ r て 笠 置 i-jcti'i'*?′ごーl

「火の国フェスタ lくまもと′93」が開幕 .メ- l

ゆうあいピック熊本大会開催

国際交流会館オ- プン

福井市と姉妹都市締結 石 和
御大典記念事業として陸上競技場 .野球場が完成 環境総合センタ】オープン 椅■96 P 1 こ一J .

水前寺動物園が開園 阪神 .淡路大震災

平成10年

長野オリンピック開催

環境保全都市宣言 スボ】ツ郡市宣言

5年

6 年

7年

10年

115

ー4年

15年

17年

熊本市歌を制定

市営勧業館が新市街に開館

市公会堂新館が開館

白坪村を市に合併

画図村を市に合併

新興熊本大博覧会を開催

健軍村を市に合併

清水村を市に合併

川尻町l 日吉村、力合村を合併

市営バスに木炭車登場

九州日日新聞と九州新聞が統合され熊本E] 日新聞発足

中核市移行

くまもとお城まつり開幕

二 ∴ 十 二 二 三 ÷キ つ 蝣? !

蓋 纂 去孟芸くまもと」開催 華 甥

]∠ /P町 l担

太平洋戦争～20年

昭和21年

日本国憲法公布

訳恩y

i*蝣ニ正午竃告潤 Fl∵

18年 健軍に三菱重工業航空機製作所が完成する 熊本市現代美術館オ】プン 国体

ー9年 市電気局が市交通局と改称 +- 国際環境都市会議くまもと2002開催 J,l一イ主lj

昭和20年

21年

23年

24年

. .

市立本荘産院が発足

市立市民病院発足

市消防本部設置

市立母子寮を設置

「火の国まつり」開始

市立実務員養成所 (後の実務商業) を開設

市立熊本保健所を上林に開設

-l ‥.朔≡5*Uサ'.i.J紺地 ..A

院 遍 、、...盟

i遠忌 雷 「 耳 等y一

水前寺動物園 l

=r軍至芸恵三蓋三三三軍芋≡喜喜董三者会議開催 ′.ノ空 「 千 蘭

市政情報プラザ開設 tm m

二 ∴ 千 二 ∵∴ t ^ J Z T *・s-|

崇城大学と連携協力についての協定調印 選

r熊本都市圏及び政令指定都市についての研究会」設置

世界女性スポーツ会議くまもと開催 世界女性スポ- ツ会議くまもと

GuideloKumamcloC¥AdrninistralicsianciLi鹿3 7
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この市勢要覧は、本市の概要をご理

解いただくため編集いたしました。

今回の市勢要覧は、簡素化しつつも

内容は充実したものを目指しました。

今後もより一層の充実と好感のもて

る要覧としていきたいと存じますので、

ご利用いただいた方々のご意見をいた

だければ幸いに存じます。

なお、編集にあたりましては、多く

の方々から貴重な資料や写真の提供な

どご協力いただきまして、厚く御礼申

し上げますC

統計情報室(統計課)の紹介

・場　　所　市役所別館(自転車駐輪場)6階

・主な蔵書　国勢調査報告書、その他統計調査報告書

市勢要覧、統計書、など

・閲覧自由・複写(有料)

・ホ-ムページアドレス

http://www.city.kumamoto.kumannoto.jp/

花畑町 ■.■一 -
別館 市役所前電停

≡

.llllJi3

本庁舎

平成18年度

熊本市勢要覧
印刷発行/平成19年3月

編集発行/ノ熊本市企画財政局

企画広報部統計課

熊本市手取本町1番1号

TEL 096-328「21 1 1

印刷所′/コロニー印刷
熊本市二本木3丁目12-37

TEL 096-353-1291
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題資料編日次

田Mffi

人口:人口動態

推計年齢別(5歳階級)男女別人口

国勢調査人口・世帯数の推移

2.財　政

一般会計年度別決算の推移

3.産　業

産業大分類別事業所数・従業者数(民営)

農家数・農業就業者数・耕地面積の推移

工業の主要指標

商業の主要指標

4.教　育

幼稚園・小学校・中学校・高等学校・大学・専修・

各種学校の状況

市立図書館蔵書冊数

5.保健福祉

生活保護状況

国民健康保険給付状況

高齢福祉状況

保育所の概要

医療施設

6. 4:活環境

電灯・電力需要状況

ガス需要状況

下水道状況

ごみ・し尿収集処理状況

上水道給水状況

熊本市消費者物価指数

熊本市准帯1ケ月の平均支出

盟.忘芸盈i。nand巳毘　l



人　口

1.推計人口:人口動態 単位:人

年 次 LF 帯 教 人 口
転 入 転 出 [ 出 生

X i
総 数 県 内 県 外 & 県 内 県 外

平成16年 274,04 1 670,94 5 3 0,2 50 10,84 5 19▼405 31,43 1 11,163 20,268 ▼000 4,688

17年 270,53 0 6 69,603 2 9,94 3 10,6 95 19,248 30,749 10,612 20 ,137 6,52 1 産83

18年 273,44 7 6 70▼097 2 9.78 9 11▼181 18,608 30,970 10,313 20 ,6 57 ▼732 5,13 5

細　粒帯数・人口は各年10月1日現在o
紬　異動数、出生数、死亡数は歴年の数値である.

2.年齢別(5歳階級)男女別人口　(平成18年10月1日現在住民基本台帳を基準とした参者数億)

年 齢 別 *& & ffl 女 年 齢 別 'fit.4-jl 輿 女 E 年 齢 別 総数 男 】 女

総 数 663,97 1 3 13,3 22 3 50,64 9 35 - 39歳 4 5,98 6 21,92 2 24 ,0 64 7 5- 79歳 26,26 9 10ー902 15,36 7

0～4歳 32,649 16 ▼700 15,949 4 0- 4 4歳 4 2,4 30 20.098 22 ,3 22 8 0- 84 歳 17,84 3 6,3 26 11,5 17

5～9歳 33▼3 17 17.13 0 16.187 4 5- 4 9歳 4 3,0 18 20,61 1 22,4 07 8 5- 89 歳 9,65 8 2,78 4 6,874

10 - 14歳 34▼533 17 ,60 3 16,930 50- 54 歳 4 5,27 0 21,845 23 ,4 25 90 - 94 歳 4,488 1,08 8 3,400

1 5- 19歳 36,351 18 ,46 9 17ー8 82 55- 59歳 52,080 2 4,776 27,304 95- 99 歳 1,32 7 23 0 1,097

20 - 24歳 4 2,516 2 1,22 7 21,2 89 60 - 64 歳 35,546 16,4 52 19,094 100歳 以 上 206 28 178

25 .～.29歳 4 4,991 2 1,885 23,106 6 5- 6 9歳 33,72 5 15,023 18一702

30 - 34歳 - 50▼204 24,494 2 5,7 10 70 - 74 歳 3 1,564 13,729 17,835

3.国勢調査人口・世帯数の推移 m^m

年次 昭和55年 昭.和60年 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年

人口 525ー662 555,719 579,306 650,341 662,012 669,603

世帯 180,239 194ー 211,207 246ー700 260,672 270,530

壁政
4・財　政　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位:千円

歳入総額 前-'+:吐比 歳出総額 前年度比
231,065,413

222,250,396

214,799,934

221,469,193

208,080,152

225,877,243

217,350.435

all,403,037

218,010,147

203,875,708

2 :ここr.rrサKご.nilIjlc

^^^^^^Het.^^^^H^E^ ^^^^^^^^H、産　業
L_-_.___.__.I___…… ‥…

5.産業(大分簸)別事業所数・従業者数の推移(民営)　(平成13年事業所・企業統計調査)

産 業 別
Kit

産 業 別
総 数

産 業 別
総 数

事 業 所 数 従 業者 数 事 業 所 数 従 業 者 数 事 業 所 数 従 業 者 数

総 数 2 9,998 276,55 1 製 造 業 1,16 2 23,056 金 融 . 保 険 業 7 13 12,018

農 林 漁 業 24 527 電気 .ガス.熱供給 11 918 不 動 産 業 1,39 2 4 ,2 69

鉱 業 19 運 輸 . 通 信 業 823 14,124 サ 】 ビ ス 業 9.592 9 2,3 50

建 設 業 2.63 1 24,700 卸売 .小売業、飲食店 13,64 1 104,570 公 務

6 1農家戸数・農家人口　　　(農林業センサス) (販売農家)　　　　　　　　　　単位=戸.人

年 次
農 家 数 (戸 ) ∵十 l'l ', 斗 い '! '・'.. m 十

総 数 専業農家 $ 1 ォ* * 第 2種兼業 人口 (人)
総 面 積 田 畑 樹 園 地

平成 7 年 5,9 11 1.959 1,750 ー202 12,6 10 7,60 1 4,758 1,082 1,761

12年 5,3 10 1,766 1,374 2,170 11,858 ▼150 4,519 939 1.692

17 # 4,494 1,837 899 1,758 10,260 6,546 ▼150 815 1,581

7 ・工業の主要指標　　(工業統計調査)　　　　　　　　　　　　　　　　　単位‥人.万円

年 次

事 業 所 数 従 業 者 数 製造品出荷額等 (百万円)

ft ォ 対前年比 聴 数 対前年比 うち個人喪主及
び家族従事者教

常用豪用者数 稔 街 [ 対前年比

平成15年 513 0 16,321 3.4 66 1 6,2 55 30 1ー948 △18.6

16年 476 △7.2 16▼167 △0.9 70 16,0 97 299▼428 △0-8

17年 525 10,3 15,78 7 △2.4 77 1 5,7 10 296▼971 △0.8

8 ・商業の主要指標　　(商業統計調査)　　　　　　　　　　　　　　　　単位‥人100万円

年 次
商 店 数 従 業 者 数 年 間 商 品 販 売 額

平成11年 14年 16年 平成11年 14年 16年 平成11年 14年 16-fc

合 計 10▼06 9 ▼205 9,109 77,666 も37 1 7 3,7 64 2,987 ,10 6 2,550,222 2,430 ,6 59

卸 売 業 計 2,78 1 2 ,4 17 2,4 16 30.56 1 26,324 2 5,2 42 2,162,42 0 1,74 2,463 1,60 6.82 1

小売業計(陰飲食店) 7ー288 6,788 6,6 93 47.105 4 8,0 47 48 ,5 22 824,686 80 7,760 823 ,83 8

教喜「
9.幼稚園・小学校・中学校・高等学校・大学・専修・各種学校の状況　　　　(各年5月1日)

年 次

幼 稚 園 小 学 校 中 学 硬 高 等 学 校 短 期 大 学 大 学
(大学院-専攻科を含む)

専修 . 各種学校

園 &J 園 児数
学 校数 児童 数 学 校数 生徒 数 学 校数

I
生徒 数 学校 数 生 徒数 学校 数 生徒 数 学 校 数 生徒 数

平成 16 年 57 9,72 9 82 40,5 97 45 2 1,3 57 28 28,566 2 1,054 8 2 7.8 57 4 1 9 654

17 年 56 9,72 5 82 4 0,5 51 45 2 1.188 28 27,607 2 910 8 28.2 02 43 9.50 1

1.8年 56 9▼69 1 82 40.4 99 45 2 1,2 51 28 26▼563 1 8 28 8 28,5 14 45 9▼06 9



10.市立図書館蔵書冊数

年 度 経 数 線 記 哲 学 歴 史 社 会科 学 自然科 学 技 術

15 * 」 8 37,000 2 1,715 20,26 1 66,59 9 8 1,357 53,026 6 1.33 3

16年 度 8 58▼ 22ー456 21,153 68,86 1 8 5,509 54,383 62,8 98

17年 度 8 68,935 22▼780 22,330 70,952 8 3,925 54,558 63,478

年 度 産 業 芸 術 】 語 学 文 学 小 説 絵 本

15年 度 20.604 64▼693 10▼734 15 5,83 7 18 5,531 95,3 10

16年 度 2 1.3 07 66,297 1 1,07 1 15.9,13 2 18 8,670 97,24、9

17年 度 2 2,100 67月75 11,566 16 1′2 57 18 6,8 56 101,458

保健福祉

ll.生活保護状況　　　(月平均)

被 保 護 実 世 帯

生活 住 宅 教育 医療 介護 出産 生業 葬祭

扶 助 扶助 扶 助 扶助 扶 助 扶 助 扶助 扶 助

5,55 1 4,8 55 44 7 6,0 38 1▼072 17

5▼58 7 4,8 90 42 6 6,0 64 1▼14 5 17

5.748 5▼0 54 438 6,3 40 1ー2 18 1 144 2 1

被　　保　　護　　実　　人　　員

生活

扶助

教育 医療 介護 出産 生業

扶助 扶助 扶助 扶助 扶助

7,988　6,718　　708　7,525　1,118　　　　　　　　　17

7,894　6,635　　665　7,471 1,192　　　　　　　　　17

8,062　6,804　　659　7.800 1,269　　1　24′9　　21

12.国民健康保険給付状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位: 1,000円

年 度
被 保 険 者 数 保 険 料 給 イ寸 額

世 帯 数 人 員 調 定 額 収 入 額 総 計 療養 給付 療 養 費 出産給付 葬祭 鎗付 R * * * ft

平成 15年 度 124,824 237,414 26ー358.816 14,354,282 32,181,027 28,566,364 206,372 370,500 6 2▼260 3,406,771

16年 度 128,233 241,471 25▼937,206 18,72 6,924 35,714,675 31,369,787 232,736 342,300 65.620 3,704,232

17年 度 130,408 242,754 26,040′20 1 18,629,278 39ー123,641 34′568,900 2 69,638 323,100 69,280 3,892,723

※地方自治法施行令の改正に伴い平成14年度の療養の給付は4月-2月(11カ月)
資料　市国民健康保険課

13.高齢福祉　　(各年度末又は年度中)

年 度 高 齢 音 数 施 設 措 置 人 員 老 人 ク ラ ブ 会 員 数
老 人 福 祉 セ ン タ ー

利用 者数 ( 1 日平 均)
老 人 憩 い の 家 数

平成 15年度 117,572 363 29,47 2 676 137

16年度 120,37 2 368 ㌶β5 6 614 135

1 7年度 123 ,37 8 365 ′27,97 2 539 135

※老人福祉センター利用者の総計は全体の利用者÷日数のため各センターの計とは合致しないO
資料　市高齢保健福祉課
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14.保育所の概要　　　(各年4月1日現在)

i ド 十 '": :,l 職 員 数 入 所 者 数

<31 旦 市 立 私 立 計 市 立 私 立 計 市 立 私 立

128　　　　21　　107　　　2,066　　　　233　　1,833　　12,212　　1,880　　10,332

128　　　　21　　107　　　2,112　　　　364　　1,748　　　乙580　　1,932　　10,648

128　　　　21　　　107　　　2,076　　　　306　　1,770　　12,510　　1,822　　10,688

※数字に広域入所委託は含まれない。
資料　市保育課

15.医療施設　　　(各年10月1日現在)

年 次

病 院 一般診療所 . 歯科診療所

施 設 数 病 床 数 一般診療所 歯科診療所

総数 捌 病魔 - 般病昆 療養病床を有する病院 総 数 精神 -感染症 結核 - ォ 療 養 施設数 病床数 施設数 病床数

平成 15年 90 15 75 4 0 14,49 9 2,785 12 32 7,1 93 4,477 5 83 2,863 34 0 20

16年 91 15 75 4 0 14,5ち5 2,7 85 12 32 7,25 5 4,47 1 5 74 2,68 1 34 3 20

17年 90 15 75 3 9 14,54 5 2ー785 12 32 7,400 ー316 5 85 2.462 34 5 20

※「感染症病床」は、 「感染症予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律」が平成11年4月から施行され「伝染病床」から改められたo
※一般病床には、旧その他の病床(旧療養型病床群を除く)を含む.療養病床には、旧療養型病床群を含む。

生活環境

161電灯・電力需要状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位‥ l.OOOKwh

分 類
電 灯 需 要

分 類
電 力 需 要

平成15年度 16 年 度 17 年 度 平成15年度 16 年 度 17 年 度

総 計 1,616,27 0 1,698,90 2 1,796,94 1 総 計 2,868,14 2 2,947,84 4 3,0 72.37 1

定 額 電 灯 29,73 2 29ー82 6 30.93 9 業務用電力 1.2 18,156 1,265,6 10 1,3 53.447

従量電灯A B 1,195,77 6 1,234,43 2 1,2 67,31 5 小 口 電 力 523.6 91 533ー98 9 5 50▼533

従 量 電灯 C 386,98 1 4 3 1,298 4 95,054 大 口 電 力 1▼048ー53 0 1,073.98 1 1.0 94ー957

そ の 他 3,78 1 3,34 6 ー633 そ の 他 77,76 5 74ー264 73ー4 34

※定額電灯は公衆街路灯Aを含むO従量電灯ABは街路灯Bを含む。
※数値は熊本東営業所、熊本丙営業所の合計である。
瀬熊本市だけでなく霧島町および美里町、御船町、益城町、甲佐帆城南町、富合町、矢部町、菊陽町、合志市,植木町の一部を含む。
資料九州電力㈱熊本支店

171ガス需要状況　　(各年度・月末現在)　　　　　　　　　　　　　　　単位‥ 1,000nf

年 度
総 数 家 庭 用 商 業 用 工 業 用 そ の 他

n サ 消 費 量 戸 数 消 費 量 戸 数 消 費 量 戸 数 消 費 量 戸 数 消 費 量

平成15年度 115,52 1 6 7,4 10 105,916 26,11 5 7,634 15.852 15 5 1 1,42 5 1.8 16 14 .0 18

16年度 114ー829 6 9,362 10 5,4 43 25▼93 1 7,40 6 16,454 153 1 1,89 2 ▼827 15,08 5

17年度 115▼813 7 1,707 10 6,5 8 26,205 7,283 16,710 150 12▼448 1▼814 16.34 4

※熊本市だけではなく益城町,菊陽町、合志町、西合志町の一部を含む.
※四捨五入の関係で合計は必ずしも各月の合計と同じではないO
資料　西部瓦斯(槻熊本支社

18.下水道状況　　　(名年度末現在) 単位:ha

年 度
処 理 区域 面稗 排 水 区域 内 人口 普及 率 (% )

処理 下水 量 (m3)
下 水 道 使 用 料

水洗便所取付戸数
(h a ) (A ) A .ノノ′行 政 人 口 詞 定 件 数

平 成15年度 8,8 75 534,64 2 8 1一 82,273,508 2,4 62▼046 19 9ー6 52

16年度 8,9 95 541,9 18 8 2.4 79,269,597 2,5 15,023 204,32 5

17年度 9,1 18 548,67 1 8 3.4 77,3 72▼7 1 ▼96 9▼94 2 21 1,40 6

資料　市下水道総務課



19.ごみ収集処理状況
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年 度

ご み. し 尿

収集総量
処 理 内 容

収集総量
処 理 場 別 処 理 量

総 数 焼 却 埋 立 再資源化 秋津浄化センター 中部浄化センター

平成15年度 318.559 318,563 281▼440 17▼131 19,992 79,638 33,123 46,515

16年度 320,762 320,778 284,367 15,927 20,484 74,096 27,15′ 46.938

17年度 302,904 302ー919 273ー118 10,997 18,804 70,614 25,125 45.489

※埋立処理量には焼却灰量は含まないo
※平成14年度処理量には、大型ごみの破砕処理(金属匝川又事業)の際に飛散防止を目的で添加する水分4 tを含むo
資料　市事業管理課

20.上水道給水状況　　(各年度末現在)　　　　　　　　　　　　　　単位:人　配水量1,000m3

年 度 給水戸数 給水人口
配 水 量 一年間有収水量

有 収 率%
総 量 1 日平均 1 日最大 1 日最少

平成15年度 266,275 650,652 85,060 233 261 187 75▼834 89.2

16年度 268,840 652▼010 84,4 14 231 256 185 75,515 89.5

17年度 2743 85 653,8 11 84▼031 230 254 183 ′5,174 89.5

※.普及率-給水人Lj/市総人口
資料　軒水道局

21.熊本市消費者物価指数　　　(平成12年-100)

年 次 ョ. 食 料 住 居 光熱 - 水道 家具.家事用品 被風及び履き物 保健医療 交通 .通信 教 育 教養娯 楽 諸 雑 費

平成 15年 97.9 100.1 9 9.7 9 9.0 8 6.8 93.3 10 1.5 98.0 102.6 90.3 1 00.9

16年 97.9 100.7 99 ▼ 98 .9 8 1.3 94 .9 10 1.5 98.1 103.0 ▼ 10 2〃3

17年 97.3 99.7 10 0.0 98 .3 75一 94.0 10 0.7 98.6 102.2 8 7.5 1 02.4

資料　熊本県統計調査課「消費者物価指数年報」

22.熊本市全世帯1か月の平均支出 円

年 次
消 費 支 出 + + +

総 額 食 料 住 居 光熱.水道 家具L家事
用 nrl

震㌔及釦 R健医療 交通.通信 教 育 教養娯楽 そ の他

平成15年 297,586 67,238 17,976 20,071 8,820 15,783 12,233 34,943 16,136 27,455 76,931 8,436

16年 279.218 62ー232 20,791 20,682 8,193 13,638 12,128 30,985 18,060 25,333 67,177 7,982

17年 300.099 63.674 29▼147 19,835 9,194 14,418 13.011 36.306 15,272 30,366 7 11,833

資料　総務省統計局「家計調査報告」
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